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背景 1 



 

4 

243 IRs  
 

NIIリスト（2013.3.31時点） 

 

http://www.nii.ac.jp/irp/list/ 
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Org. 

地域共同リポジトリにより、機関リポジトリ構築機関も拡大 

353 Org. 

（2013.3.31時点） 
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 国立大はほぼ構築済だが、公私立大学の設置率は、 

xxxxxxxxxxxx30-40% 
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 2．機関リポジトリの今後の在り方と課題 
 

 国立情報学研究所が大学等と連携して推進している機関リポジトリの構築は、今後さら
に充実し推進。 

 

 大学全体におけるリポジトリ事業の位置付けの明確化、図書館業務としての定着、大学
独自のシステムの構築と維持体制の整備などが課題。 

 

 事務体制や技術的な問題等により、独自でリポジトリの構築・運用を行うことが難しい機
関に対して、共用リポジトリのシステムを構築し、リポジトリへのコンテンツの登載や公開
が容易になるような仕組みを早急に検討。 

 
 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1283003.htm 

「大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）」H21.7 
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 背景 

 大学等の教育研究成果を発信する機関リポジトリの
構築を推進し，オープンアクセスの進展を図るため，
独自の構築・運用が難しい機関に対し機関リポジトリ
のシステム環境を提供 

 多様な機能を実現するとともに収録規模の拡充，シ
ステムの分散化，コンテンツの長期保存を図る 

 

B共同利用機関 

A大学 

C大学 

NII 

各機関は 
オンデマンドで 

利用 

ハードとソフトは 
NIIが構築・運用 

 内容 

 NIIが開発した機関リポジトリソフトウェア「WEKO（ウェコ）」をベースに， 

機関リポジトリのシステム環境を構築 

 目標 

 平成27年度までに200機関の新規構築を目標とする 

 既構築機関（約200機関）と併せて合計約400機関となり， 

博士後期課程を持つ大学はほぼカバー 

 

H23 試行 

H24 本サービス開始 
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 4．機関リポジトリの活用による情報発信機能の強化について 
 

 （登載すべき情報の在り方） 

  各大学等が保有するユニークな資料や他では流通しづらい資料の登載にも力を注ぐ
など、独自性を意識した展開も重要。 

  どのようなコンテンツを重点的かつ網羅的に整備するか、また、オープンアクセスにす
るかを判断しつつ、コンテンツの充実・発信に努めるべき。 

 

 （支援の方向性） 

  学協会等に著作権ポリシーの早急な検討・公表を促すとともに、ユーザーの利活用を
促進させるため、NIIが提供する共用リポジトリの積極的な展開、機関リポジトリのソフト

ウェアの高度化・機能標準化など、情報発信機能や運用体制の強化に寄与するサービ
スの充実に努めることが必要。 
 

 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1323857.htm 

「学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実について」 H24.7 
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学位規則の一部を改正する省令（平成25年文部科学省令第5号）  

 

 「インターネットの利用による」公表 
 平成25年4月1日施行 
 

 教育研究成果の電子化及びオープンアクセス化の推
進の観点からの改正 
 

 大学の機関リポジトリ（NIIの共用リポジトリを含む）
による公表が原則 
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 機関リポジトリの推進を下支えする基盤的な取り組みは、NIIと大学図書
館との連携により行う。 

 

 JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）の推進を重点的に行う。 

 

 大学図書館との協定書に基づき、「連携・協力推進会議」の下に設置され
る、今後の機関リポジトリの推進を統括する委員会の活動に協力する。 

基本方針 
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サービス概要 2 
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 日本国内の大学、短期大学、高等専門学校、大学共同利用
機関（その他、国立情報学研究所所長が適当と認めた機関） 

 

 機関リポジトリを新規に構築する機関又は、地域共同リポジ
トリの構築を検討している機関 

 

 今後1年以内に試験又は本公開計画の機関 
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区分 項目 内容 

基本 

稼働時間 原則、24時間365日（メンテナンス等除く） 

ディスク容量 申請内容をもとに割当て 

URL http://○○○.repo.nii.ac.jp （応相談） 

ソフトウェア WEKO（ウェコ）のみ 〜機関別カスタマイズ無し 

管理 
SW管理 初期設定、アップデート、メンテナンス 

HW管理 OS、ハードウェア、ネットワーク管理 

サポート ユーザ参加型コミュニティサイト、個別問合せ対応 
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区分 項目 内容 

コンテンツ
登録公開 

登録／入力 コンテンツ／メタデータの個別又は一括登録が可能です 

公開 通常公開又は公開日等の制御設定が可能です 

検索等 
フィールド指定検索、全文検索、ダウンロード、各種フォーマッ
トでのメタデータエクスポートが可能です 

セルフアーカ
イブ 

ユーザ登録、査読承認の機能が利用できます 

コンテンツ
流通 

ユーザインタ
フェイス 

画面構成等をブラウザ上で変更できます 

JAIRO/ 
CiNii連携 

junii2準拠のメタデータも出力でき、JAIRO／CiNii等とのデー
タ連携が可能です 

パーマリンク パーマリンク（固定URL）が付与されます 

その他 

統計データ ブラウザ上で統計データが確認できます 

データ保管 
自機関にて、登録前コンテンツの保管をお願いします 
（NIIでも、定期的にデータのバックアップを行う予定） 
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WEKOとはスワヒリ語でリポジトリを意味します． 

 
WEKOは国立情報学研究所が開発しているNetCommons 2上で動

作するリポジトリモジュールです． 
 
文献だけではない研究成果がどんどん共有されるような学術社会を
作りたいという願いを込めて開発しています． 
 
NC2のいろんな機能と組み合わせながら，新しい研究スタイルの構築

を目指します． 
 
http://weko.at.nii.ac.jp/ 
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個別登録も、 一括登録も簡単！ 
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テーマ、レイアウト、色は自由に変更可能です 



研究紀要のコンテンツ提供 

20 

 国立情報学研究所で電子化、公開した研究紀要のコンテンツを大学等の情報発信を支援する
一環として各大学等に提供しています。 
 

 対象となるコンテンツは、各大学等にて著作権処理を完了して学術コンテンツ登録システムへの
登録申請を済ませている研究紀要です。 
 

http://www.nii.ac.jp/nels/about/contents.html 

初期コンテンツ 
 

としてご活用ください。 



IR 
IR 
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OAI-PMH 

WEK

O 

データプロバイダ サービスプロバイダ 

< junii2 > 

＊ハーベスト申請が必要です 
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https://community.repo.nii.ac.jp/ 

Movie Manual! 
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https://test.repo.nii.ac.jp/ 
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各機関リポジトリの円滑な運用に必
要な技術の習得を目的とし、利用申
請機関の担当者を対象として、
WEKOの使い方等についてシステム

講習会を開催しています。 

平成25年5月16日 名古屋 終了 

平成25年6月21日 京都 受付中 

平成25年7月3日 東京 受付中 

• コンテンツ登録の準備作業 
• コンテンツの個別登録 
• コンテンツの一括登録 
• 画面レイアウト変更 
• ユーザ管理機能 
• その他，質疑応答 

その他の開催も検討中 
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計 
内訳 

公開済 
国立大 公立大 私立大 短期大 その他 

118 4 9 91 9 5 71 

2013.5.31時点 （申請は随時受付中） 

118 Org. 
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 WEKOは機能拡張の方向 

 6月末追加機能 

 学位規則改訂対応（junii2 ver 3.0入力対応）ほか 

 秋の追加予定機能 

 詳細検索機能ほか 

年数回程度のバージョンアップを予定 
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移行実証実験 3 
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 目的 

 IR既構築機関のJC乗換えの実施に向け、移行
ツールと仕様書案を準備する C大学 

リポジトリ 

C大学 

リポジトリ 

既構築 

 内容 

 異なるIRソフト利用の数機関と実施 

 利用数の多いIRソフト（バージョン）のデータ変換ツールを開発し、オープン
ソースソフトウェアとして配布する 

 データ移行に係る課題を整理し（汎用仕様）、データ変換ツールとともに配布 

 参加館 

 筑波大学 Dspace (1.5.2) 

 千葉大学 E-Repository 

 その他の大学も調整中 



移行作業のイメージ 
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D大学 

リポジトリ 

C大学 

リポジトリ 

既構築 

大学 

移行データ抽出 

データ変換及び投入 

NII 

データ変換ツール配布・ 
パーサー作成仕様公開 

共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
変
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体 

C大学 

リポジトリ 

D大学 

リポジトリ 

パ
ー
サ
ー 
パ
ー
サ
ー 
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ir@nii.ac.jp 
 

国立情報学研究所 
学術基盤推進部 学術コンテンツ課 
図書館連携チーム 機関リポジトリ担当 
 

https://community.repo.nii.ac.jp/ 


